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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

安全安心走行をめざす兵庫ハイウェイ　協力：兵庫県警察

　高速道路は一般道と比較して、事故が発生した場合、被害が大きくなる可能性が高い。年末年始には、帰省や初詣などで高速道路等の交通量の増加や
交通の流れが変化するため、交通事故の急増が懸念される。一人ひとりが高速道路の危険性を認識して安全に走行しよう。

屋市は、管理する道路と公園
の不具合情報をスマートフォン
のLINEアプリで受け付ける

制度を10月1日から開始した。重大事故
につながる前にいち早く危険個所をつか
むため、かねてより情報提供の間口を広
げたいと考えていた市が、利便性と利用
者の多さからLINEでの運用を決めた。
　開始から1カ月でLINEでの情報提供
は70件あったという。アスファルトの剥が
れや歩道ブロックのズレなど軽微なもの
が多いが、中には早めに補修する方が
良いものもあったとのこと。市の担当者
は、「写真でだいたいの状況がわかる
ので、情報提供の時点で緊急性などの

判断がしやすくなった」と制度の利点
を話した。情報提供は、LINEのID検
索で@ashiyash i5401を友だち追加
するとできる。
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LINEで道路や公園の
不具合情報を受け付け

戸市は、地域コミュニティの活
性化を目指し、9月14日に地域
限定SNSを運営するマチマ

チ（東京都）と協定を結んだ。転入者や
マンション住まいなど、地域とのつながり
が薄い住民にSNSを通して交流を促す。
同市では、単身世帯や共働きの増加によ
り、各自治会や婦人会などの地域団体の
担い手が不足。このままでは地域の弱体
化につながりかねないと、他の自治体とも
提携実績のあるマチマチとの協定締結
を決めた。関西では初の取り組みだ。登
録や利用は無料で、入会時に登録した
住所から半径1km～10km程度までの
ユーザーが交流できる仕組み。保育園や

学校などの子育て情報、病院、飲食店の
口コミなどの情報交換ができる。範囲外
の投稿は見ることができないため、“ご近
所さん”同士の地域密着型コミュニケー
ションが特徴だ。神戸市の担当者は、「今
後は地域の団体やサークルからも、イベ
ント情報などを発信できるよう働きかけて
いく。地域の活性化には住民同士の助
け合いが重要。今まで地域に関わりのな
かった方も、SNSの交流がきっかけで地
域活動に参加してもらえれば」と話した。
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ご近所限定
地域密着型SNS「マチマチ」

立甲山森林公園（西宮市）が
リニューアルした。芝生広場や
パークセンターを再整備し、授

乳室や子ども用トイレを備えるほか、工作
室や調理室などを新設した。同公園全域
の90%は樹林のままで、自然を活かした野
鳥観察など、豊かな自然を満喫できる一
方で、駐車場が少ない、乳幼児連れには

歩きにくいなど、子ども連れの利用には課
題もあった。兵庫県の担当者は、「今回駐
車場25台分を新設し、ベビーカーで移動
しやすい園路も整備できた。親子向けイ
ベントも随時開催しているので、多くの子
育て世代に遊びに来てほしい」と話す。

県

甲山森林公園リニューアル
子育て世代に使いやすく

リニューアルしたパークセンター。約83ヘクタール
の広い敷地には、そのほか展望台や運動広場、
ハイキングコースなどもある。 

市政情報や防災情
報のほか、習い事や
病院などの情報交
換が行われる。子育
て世代から高齢者ま
で幅広く利用できる。

戸市内には240を超える商店
街・小売市場が存在するが、
後継者不足や利用者の減少

など厳しい状況に置かれている。そこで
神戸市は、老舗店の伝統の味や、人情
味あふれる接客など原点にもどり「商店
街・小売店がもつ本来の魅力」をPRする
ために「神戸お立寄りプロジェクト」を立
ち上げた。
　市内商店街・小売市場の商品を対象
に応募を募り、わざわざ足を運んで手に
入れたい20品を「お立寄り認定品」とし
て選定した。選ばれたのは、亀井堂總本
店の「神戸元町バターサンド」や丸武商
店 の「 野 菜コロッケ」、B R A N M A 
KOBEの「フェリコット」など創業100年の
老舗からトレンドの人気店などの商品だ。
選考にはお笑いタレント・小原正子さん、
神戸北野ホテル総料理長・山口浩さん、
落語家・桂三ノ助さんら神戸ゆかりの著
名人も「お立寄り認定委員」として参加
した。「神戸にもメディアで取り上げられる

ような全国のお取り寄せ品に匹敵する商
品がある。そのことを市内外の方にもっと
知ってもらえたら」と同プロジェクトの担当
者は話す。
　認定品は「神戸お立寄りハンドブック」
に収録され、市の総合インフォメーション
や認定店に設置。大賞を決める投票や、
スタンプを5個以上集めると「お立寄りス
ト」認定証が贈呈されるなど、買いまわり
を楽しめるコンテンツが充実している。
「地元神戸の銘品をきっかけに商店街・
小売市場の新しい魅力にふれてもらえた
ら嬉しい」と担当者は話す。
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商店街の新しい価値・魅力を発信する
「神戸お立寄りプロジェクト」

スタンプラリーは2019年2月28日（木）まで実施。
問：市イベント案内・申込センター TEL078-333-3372

　計画期間と方針

屋市では、平成23年度から平
成32年度までの10年間を第4
次芦屋市総合計画として策

定、うち平成28年度からの5年間を後期
基本計画として位置づける。基本方針に
は「人と人がつながって新しい世代につ
なげる」などの4分野を重点施策として定
め、地域全体で支える子育て、街の自然
や住環境についてなど、目標とする芦屋
の姿を示している。

　官民一体で整備
　より良い住環境

まれた自然や美しい街並みか
ら、良質な住宅地として知られ
る芦屋市。住環境の維持・整備

は、総合計画の重点施策にも位置づけら
れている。全国で最も進んでいる無電柱
化や「屋外広告物条例」の規制により、景
観を保全。さらに交通ルールとマナーの周
知徹底、通称「市民マナー条例」により、
市内全域の公共の場所での歩行喫煙を
禁止するなど、市民と行政が一体となって
好ましい住環境の形成に取り組む。
　また、文化レベルの高いまちづくりの一
環として、「読書の街」プロジェクトを推進。

市の未来を動かす 最上位プラン「総合計画」

市民とともに住みよい環境をつくる
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恵

自治体では、全ての施策の基本となり、まちづくりの根幹をなす「総合計画」を作成している。
一般的に、目指す将来像を記載する「基本構想」とそれを実現するための方向性を記載する

「基本計画」、具体的な施策を示す「実施計画」によって構成されている。芦屋市では、
どのような総合計画のもと、どこを目指して進んでいるのか。市にうかがった。 四季折々の自然に囲まれ、市民憩いの場にもなっている芦屋川。

昨年に続き今年も美術博物館と谷崎潤一
郎記念館の庭を開放し、図書館の本が芝
生の庭で読める「niwa-doku（にわどく）」
を開催した。同イベントでは、本の交換会
や子どもへの読み聞かせなどの企画を実
施し、市民が本に触れるきっかけや、読書
を通じた世代間の交流につながった。

　教育・子育てには
　地域の力を活用

育に高い関心を持つ市民が多
い同市は、幅広い世代が子ど
もと関わる取り組みにも力を入

れる。その一つが市内8校すべての小学
校で行われる放課後子ども教室「あしや
キッズスクエア」だ。遊びながら学ぶをテー
マに、地域ボランティアや高校・大学生の
参画を得ながら、放課後での児童の居場
所作りと将棋、折り紙、プログラミングなど
の体験プログラムを実施している。また、企
業やNPO法人と連携したプログラムも実
施しており、今年行われた「駄菓子屋チャ

レンジ」ではお祭りに実際の屋台を出店。
小学生が、仕入れから対面での販売、収
支計算までを自分たちで行った。
　「食育」にも積極的で、小学校給食は
すべて自校調理かつ栄養士ごとの独自
献立。この取り組みが特色のある給食と
して全国で話題になり、昨年には『芦屋
の給食』というレシピ本を出版。今年はク
ックパッドにも芦屋市給食のアカウントを
開設し、レシピを掲載している。シェフによ
る「味覚の授業」や「コラボ給食」、保護
者向け料理セミナー等食育の取組を進
めている。
　学校教育の充実や良質な住環境の
一方で、待機児童問題など若い世代の
子育てには課題も残す。現在，市では，認
定こども園を整備するなど子育て施策に
積極的に取り組んでおり、引き続き充実を
図っていくとしている。

　歴史的建造物の
　活用も市民主体で

民参画と協働により進められ
ている芦屋市の総合計画。市
の担当者は「地元愛が強く、

地域のために何かしたいと思ってくれる
市民が多いと感じる。人口の折り返しを
迎えるこれからの10年も“いい街”であり

続けるよう、市民と行政が一体となってま
ちづくりをしていく」と話す。それを象徴す
るプロジェクトが、JR芦屋駅から阪神芦
屋駅にかけて、歴史的建造物が点在し
ているエリアのリブランディング。市民が
主体的に関わるワークショップを実施し、
全国でも珍しいレトロな石積み構法で建
築された「旧宮塚町住宅」をリノベーショ
ン。女性の就業や起業などの活躍を支
援する「芦屋リジューム」事業とも連携し，
実践的な支援の場とすることなどが予定
されている。他にもコミュニティスペースや
起業支援としての活用など、複数のアイ
デアを検討中。街の良さを残しつつ、新し
いまちづくりに挑戦している。

芦屋市立美術博
物館の庭で、自由
に図書館の本を
読むことができる

「niwa-doku」。

旧宮塚町住宅の
現在の外観。昭
和27年に石積み
構法で建築され、
昨年まで市営住
宅だった。今後、
利用方法は市民
とのワークショップ
などで決められる。

学校ごとに手づく
りする給食のレシ
ピをまとめた、『芦
屋の給食』。

教

市

LINEで情報提供のあっ
た場所（写真上）と修復
後（写真左）。

屋市は、放課後に児童を預
かる学童保育の受け入れ対
象学年を、2019年4月から現

在の小学4年生から6年生までに拡大
する。2016年の児童福祉法改正により、
学童事業の対象範囲が拡大されたこと
に対応するもの。
　同市の児童数は年々減少しているも
のの、共働き世帯の増加などで学童保
育への入会希望者が増え、教室が足り
ず待機児童が発生している。今回の対
象年齢拡大と待機児童に対応するため、
岩園小学校と浜風小学校の2校で学童
の学級を増やす。また、定員を超える場合

には、児童を受け入れ可能な近隣校へタ
クシー等で送迎することも予定している。
安定した事業運営を行うため、市内8校
のうち4校で運営を民間事業者に業務
委託することも決めた。事業者は11月末
に選定される予定。

　公営と民営ともに目指す
　より高い質

間委託することに対し、保護
者からは、支援員が変わること
や送迎方法などに不安の声も

出ている。一方で、民間事業者による運
営を期待する声もある。主に待機児童を
対象に、昨年と今年の夏休みに公立幼
稚園の空き教室を利用して、民間事業
者による受け入れを行った。利用した児
童・保護者からは、児童の自主性を重ん
じる活動内容に、「満足した」という声も
聞かれる。同市の担当者は「民間事業
者による柔軟な勤務態勢で、延長や土
曜日保育にも対応しやすくなるメリットもあ
る。また、民間のノウハウも取り入れつつ、
公営と民営で切磋琢磨しながら、より質
の高い学童を目指す」と話した。
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学童の対象年齢を
6年生まで拡大

今年の夏に朝日ヶ丘幼稚園の空き教室を利用して行われた学童。 

【 高速道路で安全に走行するために 】

□ 制限速度内の安全な速度で運転を
□ 前車との十分な車間距離をとる
□ 脇見運転をしない
□ 道路情報板やパトロールカーに注意

□ 高速道路は一方通行
□ 出発前には十分な点検・整備を
□ 異常事態発見時は通報にご協力を

高速道路等では、

【 万が一、高速道路上で止まってしまったら 】

□ 路上に立たない　　　　　　□ 車内に残らない
□ 安全な場所に避難する

事故や故障でやむを得ず高速道路上で停止した場合は「緊急時の３原則」、

を遵守し、命を守るための行動を取ろう。そして、後続車に十分注意して
発煙筒や三角停止板等を車の後方に設置することで、後続車に車が停止
していることを知らせよう。の7項目の「ドライブマナー」を遵守し、交通事故防止に努めよう。


